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 論文内容の要旨

脊椎動物の四

向の軸、以下

と範脚部(前

には手根骨(

を構成する細

た場合、柱脚

形(円の直径が

に沿ったパタ

 を明らかにするために本研究を行った。

この問題を解

どこで特定の

いてPD軸方向

部に向かって

こと、予定領

とが示唆され

定領域は肢芽

肢芽の先端部

(手根骨部、中

とは対照的に

離が進み、肢

骨部と中手骨

は、互いに分

芽先端部にお

れた位置の細

先端部の約15

(PD軸上の特定

向あるいは先
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異にする細

は、PD軸に

ではないこ

せるわけで

れていない

ることが示

は発生運命

肢の先端部

ある日oxA-

 ものへと変化していく苛能性を支持する。

以上の結果

かを次のよ

軸方向に関

自身の発生

場合、細胞

が輻脚部を

うな細胞も

上の位置を

PD軸に沿っ

芽において

域化はすで

生段階23ま

後期発生段

 いくことを示している。

PD軸に沿っ

際の形態差

究を行った

察した結果

方向の軸)方

噸
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関与するかを

次にこの形態

変化(前後軸方

肢芽内におけ

起きておらず

けではこの形

の形態形成運

する可能性を

を検討したと

軸方向と前後

見られなかっ

胞分裂(娘細胞

細胞が背腹軸

結果が得られ

びつけるため

PD軸形成を背腹軸、

以上の研究か

実際の形態差

軸形成に関し

 対しても見解を加え、実際のP
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 論文審査結果の要旨

肢芽で四肢の基

唱されてきた

ら先端部側へ

肢の基部側し

持している。
では、四肢のパ

決定された細胞

の微小領域を蛍

まれる細胞が

が厳密には起
は四肢先端部構造し

次に、領域に含

が決まってい

るため、転写

域では各細胞

 って混在しているのではないことが示された。

次に輯脚部と

長さが縮む機構

裂に比べ、約

 いることを示唆している。

本研究は、佐藤

示している。し

 認める。
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